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た
し
か
四
、
五
年
前
の
風
薫
る
こ
ろ
だ
っ

た
と
思
う
。
た
ま
た
ま
電
話
で
伊
原
弘
氏
（
城

西
国
際
大
学
）
と
話
す
機
会
が
あ
り
、
そ
の

折
に
氏
よ
り
、
エ
ド
ワ
ー
ド
・
シ
ェ
ー
フ
ァ
ー

（Edw
ard H

.Schafer

）
のThe Golden Peaches

of Sam
arkand

（U
niversity of C

alifornia 
Press,1963

）
を
日
本
語
訳
す
る
計
画
の
あ
る

こ
と
を
知
ら
さ
れ
た
。
訳
者
は
ア
メ
リ
カ
在
住

の
日
本
人
で
シ
ェ
ー
フ
ァ
ー
の
教
え
子
で
あ

り
、
作
業
は
か
な
り
進
ん
で
い
る
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。

　

私
は
、
同
翻
訳
事
業
に
つ
い
て
は
こ
の
時
ま

で
全
く
知
ら
な
か
っ
た
。
あ
の
大
作
の
全
訳
が

出
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
は
大
変
な
こ
と
で
あ

る
。
そ
の
年
の
唐
代
史
研
究
会
夏
期
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
で
本
情
報
を
話
題
に
す
る
と
、
や
は
り
初

め
て
聞
く
人
が
多
い
と
み
え
て
、
随
分
と
驚
か

れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

昨
年
（
二
〇
〇
七
年
）
七
月
、
そ
の
待
望
の

翻
訳
書
が
勉
誠
出
版
ア
シ
ア
ー
ナ
叢
書
か
ら
刊

行
さ
れ
た
。
唐
代
研
究
に
た
ず
さ
わ
る
全
て
の

者
か
ら
、
拍
手
を
も
っ
て
迎
え
ら
れ
た
に
違
い

な
い
。

　
　
　
　
　
　
　

＊

　

中
国
史
上
に
現
れ
た
い
く
つ
も
の
王
朝
は
、

そ
れ
ぞ
れ
に
特
徴
的
な
時
代
相
と
い
う
も
の
を

も
っ
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
も
唐
王
朝
と
い
う

と
、
最
も
華
や
か
な
文
化
が
花
開
い
た
時
代
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
を
抱
く
人
が
多
い
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
そ
う
し
た
イ
メ
ー
ジ
を
も
た
ら
す

も
の
と
し
て
、
絢
爛
た
る
貴
族
文
化
や
わ
が
国

も
輸
入
し
た
最
先
端
の
鮮
や
か
な
仏
教
文
化
な

ど
と
と
も
に
、
多
く
の
人
が
唐
代
の
国
際
色
豊

か
な
文
化
に
華
や
か
さ
を
想
起
す
る
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド

交
易
に
よ
っ
て
西
方
と
つ
な
が
っ
た
唐
の
時
代

相
か
ら
見
て
、
決
し
て
誤
っ
た
イ
メ
ー
ジ
で
は

な
い
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
唐
代
文
化
の
様
相
を
描
写
し
た
先

駆
的
業
績
と
し
て
、『
長
安
の
春
』（
石
田
幹
之

助
、
創
元
社
、
一
九
四
一
年
）
と
『
唐
代
長
安
与

西
域
文
明
』（
向
達
、生
活
・
読
書
・
新
知
三
聯
書
店
、

一
九
五
七
年
）
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
両

著
は
、
唐
文
化
に
与
え
た
ペ
ル
シ
ア
文
化
の
影

響
を
論
じ
た
古
典
的
名
著
と
い
え
よ
う
。一
方
、

イ
ギ
リ
ス
の
著
名
な
歴
史
家
ア
ー
ノ
ル
ド
・
ト

イ
ン
ビ
ー
は
、
唐
代
の
文
明
を
、
秦
漢
に
形
成

さ
れ
た
中
国
文
明
と
イ
ラ
ン
・
イ
ン
ド
文
明
と

を
両
親
と
し
て
生
ま
れ
た
子
文
明
と
と
ら
え
、
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文
明
世
代
論
に
よ
っ
て
唐
代
を
理
解
し
よ
う
と

し
た
（『
ト
イ
ン
ビ
ー
と
文
明
論
の
争
点
』、
山
本

新
、
勁
草
書
房
、
一
九
六
九
年
、
第
五
章
）。

　

と
こ
ろ
で
、
人
間
が
そ
の
生
活
の
な
か
で
、

先
祖
伝
来
の
文
化
で
は
な
く
、
新
し
い
外
来
の

文
化
に
異
国
情
緒
を
感
じ
る
と
き
、
必
ず
そ
れ

は
我
々
の
も
つ
五
感
に
よ
っ
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、
今
ま
で
に
な
い
形
や
色
合
い
（
視
覚
）、

音
色（
聴
覚
）、食
べ
物（
味
覚
）や
香
り（
嗅
覚
）、

手
触
り
や
肌
触
り
（
触
覚
）
に
よ
っ
て
伝
統
文

化
に
は
な
い
斬
新
さ
や
心
地
よ
さ
を
感
じ
る
の

で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
複
合
に
よ
っ
て
新
時
代
の

雰
囲
気
を
味
わ
う
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
そ
こ

に
は
必
ず
新
し
い「
感
じ
」を
か
も
し
出
す「
モ

ノ
」
が
存
在
す
る
。
そ
れ
な
ら
ば
、
唐
代
の
中

国
人
が
異
国
情
緒
を
感
じ
取
っ
た
モ
ノ
と
は
、

ど
の
よ
う
な
物
質
や
製
品
で
あ
ろ
う
か
。
本
書

は
、
そ
れ
を
分
析
し
た
研
究
書
な
の
で
あ
る
。

　

ど
の
よ
う
な
モ
ノ
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
か
、

目
次
に
よ
っ
て
示
し
て
み
よ
う
。

序
章
／
一
、
唐
朝
の
き
ら
め
き
／
二
、
人　

三
、家
畜
／
四
、野
生
動
物
／
五
、鳥
／
六
、

毛
皮
と
羽
／
七
、
植
物
／
八
、
木
材
／
九
、

食
物
／
一
〇
、
香
料
／
一
一
、
薬
／
一
二
、

紡
織
品
／
一
三
、
顔
料
／
一
四
、
鉱
物
／
一

五
、
宝
石
／
一
六
、
金
属
製
品
／
一
七
、
世

俗
の
器
物
／
一
八
、
宗
教
用
品
／
一
九
、
書

物

　

各
章
は
具
体
的
な
品
種
に
よ
っ
て
節
に
分
け

ら
れ
、
第
二
章
以
下
の
節
数
は
合
計
一
八
一
に

お
よ
び
、
取
り
上
げ
ら
れ
る
物
品
は
二
〇
〇
種

を
超
え
る
。
巻
頭
に
礪
波
護
氏
の
「
序
言
」
と

伊
原
弘
氏
の
「
序
文
」、
巻
末
に
参
考
文
献
・
関

連
略
年
表
に
続
い
て
訳
者
吉
田
真
弓
氏
の
「
あ

と
が
き
」
を
付
す
。
参
考
文
献
に
は
四
三
九
篇

の
論
文
・
研
究
書
が
掲
げ
ら
れ
、
各
章
の
著
者

原
注
も
充
実
し
て
お
り
、
注
が
二
〇
〇
を
超
す

章
も
珍
し
く
な
い
。

　

本
書
の
書
名
と
な
っ
た
サ
マ
ル
カ
ン
ド
の
金

の
桃
と
は
、『
旧
唐
書
』
西
戎
伝
や
『
唐
会
要
』

巻
九
九
所
載
の
康
国
の
条
に
、貞
観
一
一
年（
六

三
七
年
、『
唐
会
要
』
は
貞
観
九
年
一
一
月
）
の

こ
と
と
し
て
、「
ま
た
金
桃
・
銀
桃
を
献
ず
。
詔

し
て
之
を
苑
囿
に
植
え
し
む
」
と
あ
る
「
金
桃
」

に
由
来
す
る
。
た
だ
し
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
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著
者
シ
ェ
ー
フ
ァ
ー
は
、
ギ
リ
シ
ア
神
話
に
見

え
る
ヘ
ス
ペ
リ
デ
ス
の
黄
金
の
リ
ン
ゴ
（
訳
書

二
頁
「
桃
」
は
誤
り
）
や
中
国
神
話
に
見
え
る
西

王
母
の
不
老
不
死
の
仙
桃
そ
の
他
を
加
味
し
、

こ
の
言
葉
に
西
方
の
エ
キ
ゾ
テ
ィ
シ
ズ
ム
を
代

表
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
本
書
は
、
中
国
で
は
一

九
九
五
年
に
呉
玉
貴
訳
が
中
国
社
会
科
学
出
版

社
よ
り
刊
行
さ
れ
、
そ
こ
で
は
書
名
は
『
撒
馬

爾
罕
的
金
桃
』
で
は
な
く
『
唐
代
的
外
来
文

明
』
と
さ
れ
た
が
、
日
本
語
訳
は
著
者
の
意
向

を
汲
ん
だ
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
原
著
に

はA
 Study of T

ang Exotics

の
副
題
が
付

さ
れ
、
こ
れ
を
日
本
語
訳
が
「
唐
代
の
異
国
文

物
の
研
究
」
と
訳
し
た
の
は
、
本
書
の
内
容
に

沿
っ
た
考
慮
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　

＊

　

中
国
の
西
方
外
来
文
物
と
い
え
ば
、
ベ
ル
ト

ル
ト
・
ラ
ウ
フ
ァ
ー（Berthold Laufer

）の『
シ

ノ
・
イ
ラ
ニ
カ
』（Sino-Iranica,Chicago,1919

）

を
想
起
す
る
人
が
多
い
で
あ
ろ
う
。こ
の
書
は
、

中
国
に
お
け
る
栽
培
植
物
の
起
源
を
調
べ
、
そ

の
う
ち
の
イ
ラ
ン
原
産
種
を
分
析
し
た
研
究
で

あ
る
。
シ
ェ
ー
フ
ァ
ー
は
本
書
『
サ
マ
ル
カ
ン

ド
の
金
の
桃
』
の
巻
頭
で
ラ
ウ
フ
ァ
ー
へ
の
献

辞
を
書
き
、
序
文
を
見
て
も
い
か
に
こ
の
先
輩

を
尊
敬
し
て
い
た
か
が
わ
か
る
。
と
こ
ろ
で
、

奇
遇
な
こ
と
に
『
シ
ノ
・
イ
ラ
ニ
カ
』
も
本
書

と
ほ
ぼ
時
を
同
じ
く
し
て
『
古
代
イ
ラ
ン
の
文

明
史
へ
の
中
国
の
貢
献
』（
杉
穎
夫
訳
、新
風
舎
、

二
〇
〇
七
年
九
月
）
と
い
う
書
名
で
日
本
語
訳

が
刊
行
さ
れ
た
（
こ
の
書
名
は
原
著
副
題
の
直
訳

だ
が
、
工
夫
で
き
な
か
っ
た
か
）。
関
心
の
類
似

す
る
こ
の
両
書
が
、
同
時
に
日
本
語
で
読
め
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
大
変
喜
ば
し
い
。

　

た
だ
し
、
似
た
問
題
関
心
を
も
つ
と
は
い
っ

て
も
、
両
書
に
は
基
本
的
に
大
き
な
差
異
が
あ

る
。
そ
れ
は
、『
シ
ノ
・
イ
ラ
ニ
カ
』
が
主
と
し

て
植
物
を
分
析
し
た
の
に
対
し
、
本
書
は
そ
れ

以
外
の
物
品
を
取
り
扱
い
、
植
物
は
対
象
の

一
部
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。『
シ
ノ
・

イ
ラ
ニ
カ
』
に
は
合
計
五
九
種
の
植
物
が
項
目

に
立
て
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
う
ち
シ
ェ
ー

フ
ァ
ー
が
本
書
で
取
り
上
げ
た
の
は
、
第
七
章

の
「
棗
椰
子
」「
鬱
金
香
（
サ
フ
ラ
ン
）」「
仏
土

葉
」「
水
仙
」、
第
一
〇
章
の
「
蘇
合
香
」「
没

薬
（
ミ
ル
ラ
）」「
青
木
香
」「
茉
莉
油
（
ジ
ャ
ス
ミ

ン
オ
イ
ル
）」
の
わ
ず
か
八
種
で
あ
る
。
そ
の

か
わ
り
、
植
物
以
外
の
物
品
が
多
く
取
り
上
げ

ら
れ
、
ま
た
し
ば
し
ば
詩
文
・
散
文
作
品
が
引

用
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
考
古
学
・
言
語
学
専

攻
の
ラ
ウ
フ
ァ
ー
が
植
物
を
中
心
と
し
た
「
博

物
誌
」
を
記
し
た
の
に
対
し
、
中
国
文
学
専
攻

の
シ
ェ
ー
フ
ァ
ー
は
、
ど
う
い
う
物
品
が
当
時

の
作
家
の
感
性
に
ど
の
よ
う
に
う
っ
た
え
た
の

か
、
作
家
と
同
じ
地
平
に
立
っ
て
そ
の
感
覚
を

認
識
す
る
こ
と
に
、
関
心
の
主
体
が
あ
っ
た
。

こ
の
点
が
、
両
書
の
際
だ
っ
た
違
い
を
形
成
し

た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　

＊

　

シ
ェ
ー
フ
ァ
ー
は
、
一
九
一
三
年
、
シ
ア
ト

ル
生
ま
れ
。
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク

レ
ー
校
卒
業
後
、
ハ
ワ
イ
大
学
で
中
国
語
学
・

文
学
の
修
士
を
取
得
、
戦
後
バ
ー
ク
レ
ー
校

で
博
士
号
を
得
て
、
そ
の
後
同
校
で
教
鞭
を
と

り
、
九
一
年
に
癌
で
亡
く
な
っ
た
。
五
三
年
一

〇
月
よ
り
一
年
間
、
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究

所
に
外
国
人
研
修
員
と
し
て
滞
在
し
た
こ
と
が

あ
る
。
生
涯
に
単
行
本
一
四
冊
、
学
術
論
文
一

三
一
篇
を
発
表
し
た
。
二
〇
世
紀
後
半
の
ア
メ
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リ
カ
の
中
国
学
会
を
リ
ー
ド
し
た
研
究
者
で
あ

る
。
銀
髪
に
黒
革
の
ジ
ャ
ン
パ
ー
が
似
合
う
縹

渺
と
し
た
人
だ
っ
た
と
い
う
（「
あ
と
が
き
」
五

一
六
頁
）。

　

氏
は
、外
来
語
に
対
し
て
は
非
常
に
敏
感
で
、

す
べ
て
そ
の
語
源
を
探
り
、
正
確
な
英
語
に
置

き
換
え
る
態
度
を
貫
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
本

書
に
お
い
て
も
動
植
物
の
学
名
が
頻
繁
に
登
場

す
る
。
そ
れ
ら
を
逐
一
調
査
し
て
和
名
・
漢
名

に
直
さ
ね
ば
な
ら
な
い
の
だ
か
ら
、
翻
訳
に
あ

た
っ
て
は
さ
ぞ
や
苦
労
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

そ
の
苦
労
は
、
吉
田
氏
の
「
あ
と
が
き
」
か
ら

察
し
て
も
余
り
あ
る
。
漢
文
史
料
を
読
む
誰
し

も
が
、
同
様
の
調
査
を
し
た
経
験
を
も
つ
で
あ

ろ
う
が
、
苦
労
の
割
に
は
な
か
な
か
結
論
に
た

ど
り
着
け
な
い
も
の
で
あ
る
。
そ
の
作
業
を
原

書
の
本
文
二
七
七
頁
に
わ
た
っ
て
行
い
、
訳
し

切
っ
た
吉
田
氏
に
心
か
ら
敬
意
を
表
し
た
い
。

　

た
だ
し
、
本
書
に
対
し
て
全
く
苦
言
が
な
い

訳
で
は
な
い
。
本
書
の
性
格
上
、
第
一
章
で
は

交
通
路
に
触
れ
ら
れ
る
が
、
敦
煌
か
ら
ト
ゥ
ル

フ
ァ
ン
へ
の
道
が
塩
の
白
龍
堆
を
横
断
し
て

ま
っ
す
ぐ
に
通
っ
て
い
た
か
の
よ
う
に
記
さ
れ

（
二
〇
頁
）、
ま
た
「
朝
貢
物
」
の
節
で
は
、
長

安
到
着
後
の
外
国
使
節
団
が
玉
座
に
向
く
四
つ

の
大
門
に
隣
接
し
た
施
設
に
宿
泊
し
た
と
記
さ

れ
る
（
三
七
頁
。
こ
れ
は
『
六
典
』
巻
一
八
鴻
臚

寺「
四
方
館
」
沿
革
記
事
の
誤
っ
た
解
釈
）
な
ど
、

時
々
お
か
し
な
記
述
に
出
会
う
。
こ
れ
ら
は
原

書
に
そ
う
書
か
れ
て
お
り
、
歴
史
地
理
や
制
度

史
を
専
門
外
と
す
る
著
者
の
誤
解
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
そ
う
は
い
っ
て
も
、
第
二
章
以
下
は

百
科
事
典
と
し
て
も
十
分
に
使
用
に
堪
え
る
価

値
を
有
し
て
い
る
。

　

な
お
、
本
書
も
『
シ
ノ
・
イ
ラ
ニ
カ
』
も
原

書
に
は
索
引
が
付
さ
れ
て
い
る
が
、
訳
書
に
は

ど
ち
ら
も
そ
れ
が
な
い
。
両
書
と
も
に
思
わ
ぬ

箇
所
に
漢
語
の
物
品
名
が
登
場
す
る
の
で
あ
る

か
ら
、
日
本
語
の
総
合
索
引
を
作
成
す
れ
ば
大

い
に
学
界
の
便
に
供
す
る
で
あ
ろ
う
。
本
書
の

出
版
を
契
機
に
、
唐
代
研
究
が
一
層
活
況
を
呈

す
る
よ
う
祈
っ
て
い
る
。

（
い
わ
み
・
き
よ
ひ
ろ　

早
稲
田
大
学
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

♣

『
人
民
中
国
』
は
中
国
で
編
集
・
発
行
さ
れ
る
日
本

語
雑
誌
で
す
。
政
治
、
社
会
、
考
古
、
歴
史
、
美
術

な
ど
幅
広
い
分
野
の
最
新
情
報
を
満
載
。

ご
希
望
の
方
に
見
本
誌
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

☎
０
３
（
３
９
３
７
）
０
３
０
０　

東
方
書
店

　中国発行の日本語月刊総合誌　

       People's China 4月号
人民中国雑誌社　定価 400 円（税込）

［年間購読料 4800 円（税込）］

【
特
集
】
中
日
関
係

さ
ら
に
発
展
さ
せ

る
に
は【
ス
ペ
シ
ャ

ル
レ
ポ
ー
ト
】 

北

京
の
春
を
あ
で
や

か
に
装
う
・
玉
三
郎

の
「
崑
劇
」
中
日

合
同
公
演
【
連
載
】

チ
ャ
イ
ナ
・
パ
ワ
ー

を
読
み
解
く
④
海

外
展
開
を
目
指
す
中
国
文
化
◆
慈
覚
大
師
円

仁
の
足
跡
を
訪
ね
て
⑯
太
原
へ
の
道
◆
茶
馬

古
道
の
旅
⑭
「
太
陽
の
宝
座
」
ニ
ン
テ
ィ
へ

◆
太
極
拳
よ
も
や
ま
話
④
陳
式
太
極
拳
⑴
套

路
・
推
手
◆
わ
た
し
の
一
日
・
ア
ウ
ト
ド
ア

用
品
店
の
オ
ー
ナ
ー
劉
志
永
さ
ん
◆
中
国

茶
文
化
そ
ぞ
ろ
歩
き
・
中
国
茶
の
故
郷
四
川

へ
◆
稲
作
文
化
の
奇
跡
―
―
雲
南
・
元
陽
県

の
ハ
ニ
族
の
棚
田
◆
放
談
ざ
っ
く
ば
ら
ん･

中
国
で
の
子
育
て
が
楽
な
三
つ
の
理
由
ほ
か


